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日
本
将
棋
連
盟

特
別
協
賛

立
飛
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

羽
生
が
優
勝

　
「
達
人
戦
立
川
立
飛
杯
」
は
新
設
さ
れ

た
公
式
戦
だ
。
棋
戦
参
加
条
件
は
「
50
歳

以
上
の
現
役
棋
士
で
あ
る
こ
と
」。
羽
生

世
代
を
は
じ
め
と
し
て
、
強
豪
が
そ
ろ
う

豪
華
な
棋
戦
で
あ
る
。

　

本
戦
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
は
、
永
世
称
号
を

持
つ
シ
ー
ド
４
人
と
、
予
選
を
勝
ち
抜
い

た
４
人
の
計
８
人
で
争
わ
れ
る
。
持
ち
時

間
は
30
分
（
秒
読
み
30
秒
）
の
早
指
し
で
、

ベ
テ
ラ
ン
の
タ
イ
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
術
に

も
要
注
目
だ
。

初
代
達
人
と
な
っ
た
羽
生

　

決
勝
は
羽
生
善
治
九

段
―
丸
山
忠
久
九
段
戦

に
。
終
盤
、
羽
生
が
自

玉
頭
の
歩
を
突
く
ハ
イ

リ
ス
ク
ハ
イ
リ
タ
ー
ン

な
寄
せ
を
決
行
し
て
激

戦
に
突
入
。
積
極
策
が

功
を
奏
し
、
羽
生
が
記

念
す
べ
き
初
代
達
人
と

な
っ
た
。

　

表
彰
式
で
は
、「
羽

生
が
日
本
将
棋
連
盟
会

長
と
し
て
自
ら
を
表
彰

す
る
」
と
い
う
一
幕
が
あ
り
、
会
場
を
笑

い
に
包
ん
だ
。

　

羽
生
「
一
つ
結
果
を
残
せ
た
の
は
棋
士

と
し
て
大
き
な
自
信
に
な
っ
た
。
こ
れ
を

機
に
前
進
し
て
進
め
た
ら
と
思
う
」

　
（
編
集
部
）

決勝は羽生―丸山戦に
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